
令和４年
新春座談会

皆さま明けましておめでとうございます。

新年にあたり、各分野で町を支える８人の皆さんと４人の広報編集委員が、座談会を

開催しましたので、その様子をお伝えします。
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　板倉町長
　町民の皆さまの健康を第一に考え、コロナ禍の一日も早い収束を願っています。
また、町のトップとして自らの健康にも気にかけなければと思っています。
　町長に就任して14年目を迎え、これまでできるものについては、ほぼ解決し
てきましたが、防災、大学、企業誘致、産業、人材育成など１つずつでも課題
を減らしていきたいと考えています。
　また、さまざまなかたの意見を取り入れながら、総合計画を策定しましたので、
これを進展させていきます。
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新年のごあいさつ訪問の自粛について

新年を迎えるにあたり、例年、関係機関や関係者の皆さまに対して訪問でのごあいさつをさせ

ていただいておりましたが、新型コロナウイルスの第６波が懸念されている状況に配慮し、昨

年に続いて本年もごあいさつ訪問を自粛させていただきます。 板倉町長　栗原　実



　大きな課題として２つ考えています。
　まずはコロナ感染対策。町民の健康を守るためにどういうことができるのか、
動向を見て取り組みたいと思います。邑楽･ 館林地域の医療体制の強化と行政
と医師会の連携強化をより一層進めたいと思います。
　また、安全安心の面では、国の災害予測が、１０００年に一度の規模に引
き上げられました。将来のために、ぜひ渡良瀬遊水地の治水能力の強化や、
堤防の強化などを流域の自治体と一緒に積極的に取り組みたいと思います。

　令和４年も、引き続き学びの充実を目標にしたいと思います。
  よく、先行き不透明な社会といわれます。これからは、予測不能な困難にど
う対応し、どう乗り越えていくのかという力が求められています。その変化に
対応する力の根幹になるものが「確かな学力」だと思います。
　その確かな学力を充実させていくために、「凡事徹底」を掲げて、学習や生活
の基礎基本を大切にした教育を行っていきたいです。子ども達の20年後の未来
は、今創られているという想いを持って取り組んでいきたいと思います。

　板倉町は農業が盛んな町です。少子高齢化により農家数や農業従事者は
年々減少しているとはいえ、県内でも有数の米の産地であり、小麦、きゅ
うり、キャベツ、ニガウリ、花

か

卉
き

なども栽培が大変盛んです。
　また近年は、法人による大規模な経営が行われるようになるとともに、
経営規模を拡大したい農家も増えています。
　農業委員会では、農業委員10人、農地最適化推進委員12人と協力し、そ
ういったかたが農地を効率的、省力化を図れるよう、集積・集約化を進め
て行きたいと考えています。

　昨年はコロナ禍ということもあり、なかなか民生委員・児童委員として
の活動ができませんでしたが、令和４年はぜひ訪問や見守りなどを行って
いきたいと思っています。
　私たちは、地域の皆さんが同じように生活できるように、地域福祉のお
手伝いをしています。個人の秘密などは、絶対に守られます。困りごとや
相談事があれば、何でも話してほしいと思います。
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　安全で安心な暮らしやすい地域づくりを行っていければと思っています。
地域住民同士の交流などから、きれいで明るい地域の環境づくりをしてい
きたいと思います。
　また、町にはさまざまな団体がありますが、そういったかたたちとも連
携を深めていきたいと考えています。

　コロナ禍で、町の商業、工業、特に飲食店は大変な痛手を被っています。

商工会としても、積極的にできることをやっていきたいと思います。

　現在は、町の特産品が少ないのではないかと思っています。できれば専門

家の力を借りて、板倉町の特産品や名物を作りたいと考えています。

　そういったものを商工祭のような場で皆さんにアピールしていきたいです。

　２年間ポンプ操法大会などの行事が中止になったり、延期になったりしてい

ます。今年も警戒度の上がり下がりなどがあるかもしれませんが、状況に応じ

て訓練を行っていくつもりです。やはり消火の技術などを伝えていくことが大

切だと考えていますので。

　火消祭なども開催できれば、そういった場で地域の皆さんとも交流を図りた

いと思います。

２０２２年が皆さんにとって素晴らしい１年となりますように
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